





商事契約原則（Unidroit Principles of International Commercial Contracts（PICC））およびヨーロッパ
契約法原則（Principles of European Contract Law（PECL））は、契約締結上の過失責任につき、詳







契約原則（Unidroit Principles of International Commercial Contracts（PICC））およびヨーロッパ
契約法原則（Principles of European Contract Law（PECL））が、契約締結上の過失責任につき、
詳細な規定を置いている一方で、CISG（United Nations Convention on Contracts for International 
Sale of Goods）においては、契約締結のための交渉段階で発生し得るさまざまな問題を解決する明
示的規定が存在しない。本稿では、CISGにおける契約締結上の過失責任の問題について検討した。
キーワード：CISG, Culpa in Contrahendo, General Principles
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 17 号　（2014 年 1 月 15 日）
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　国際物品売買契約に関する国際連合条約（United Nations Convention on Contracts for the Interna-
tional Sale of Goods（CISG）⑹は、1964 年の国際物品売買契約の成立についての統一法（Uniform 
Law on the Formation of Contracts for the International Sale of Goods（ULF））および国際物品売買に
ついての統一法（Uniform Law on the International Sale of Goods（ULIS））を基礎に国際連合国際商
取引委員会（United Nations Commission on International Trade Law（UNCITRAL）により起草され、




つ、国際取引の発展を促進させるとして制定された⑻。日本は、2008 年 7 月 1 日に CISG への加









合には無視すべきとされる（CISG1 条 2 項）。当事者が複数の営業所を持つ場合には、営業所とは、
契約締結前もしくは契約締結時に当事者双方に知られるか、または予期された事情を考慮して、
契約およびその履行にもっとも密接な関係を有する場所をいう（CISG10 条 a 号）。当事者が営業





得なかった場合には、その意図に従って解釈されなければならない（CISG8 条 1 項）。その意図を
推断できない場合には、当事者の言明その他の行為は、相手方と同じ部類に属する合理的な者が









（CISG7 条 1 項）。
　英米法において一般的に認められる口頭証拠排除則（parol evidence rule）⑿は適用されず、表示
や行為前の当事者の取引上の交渉は、表示の意味を探求するために考慮される⒀。また、事後の













　CISG7 条 1 項は、CISG の解釈にあたっては、その国際的性格ならびにその適用における統一
性および国際取引における信義の遵守を促進する必要性が考慮されなければならないと規定す

























定した。この妥協案が受け入れられ、1978 年 UNCITRAL 条約草案 6条となり、これを修正し
て作られたのがCISG7 条 1 項である25。
　CISG7 条 1 項の信義則概念とその意味につき、条約の解釈と CISG7 条 2 項による欠缺の補充





用される法に従って解決しなければならない（CISG7 条 2 項）。CISG7 条 2 項は、順位（Rangfolge）





　CISG7 条 1 項の規定にもかかわらず、信義誠実の原則の妥当性は、条約の解釈のみにとどま






（PECL）などの国際ルールが含まれるかについては、PICC と PECL により、国際私法のルール
にたよる必要性を減少させることができ、その結果CISG の統一確保と国際的適用・解釈ができ












































地もないが、当該契約には CISG が適用されると判示した。CISG74 条により、一方当事者の契
約違反に対する損害賠償は得べかりし利益の喪失も含めその違反の結果相手方が被った損失に等
しい額とされる。CISG74 条でも 78 条でも他方当事者の契約違反があった場合に支払うべき利
































　CISG7 条 1 項は、CISG の解釈にあたっては、その国際的性格ならびにその適用における統一
性および国際取引における信義の遵守を促進する必要性が考慮されなければならないとする。
CISG7 条 1 項の信義則概念とその意味につき、一部の見解は CISG7 条 1 項の法文とその立法過
程から信義則を純粋にCISG の解釈原則としてのみみる見解もあるが、条約の解釈とCISG7 条 2
項による欠缺の補充の間には相互作用があるため、CISG7 条 1 項の文言は限定されているが、
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